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裏面もご覧下さい 

 

文
部
科
学
省
は
６
月
５
日
、
休
校
に
よ
る
学
習
の
遅
れ
、
授
業
不
足
を
取
り
戻
す
た
め
の
通
知
を
発
表
。 

 

「
児
童
生
徒
の
『
学
び
の
保
障
』
総
合
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
、

結
局
学
習
内
容
は
削
ら
ず
に
、
年
度
内
で
授
業
を
終
え
る
事
を
前
提
に
、
無
理
を
承
知
の
「
詰
め
込
み
」
を

指
示
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
枚
方
市
教
委
の
６
月
４
日
校
長
会
で
示
さ
れ
た
方
針
も
、
こ
の
方
向
に
そ

っ
た
内
容
と
い
え
ま
す
。 

 

対
し
、
こ
の
２
つ
の
点
か
ら
も
、
教

員
に
留
守
家
庭
児
童
会
の
運
営
に

協
力
さ
せ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
点
を
強
く
指
摘
し

て
い
ま
す
。 

法
令
か
ら
も
、
現
実
の
業
務
実

態
か
ら
も
、
合
理
性
は
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
方
針
」
を
決
め
れ

ば
可
能
と
い
う
な
ら
、
本
務
の
位

置
づ
け
や
法
令
・
制
度
が
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
、「
ま
な
び
の
保
障
」

も
感
染
対
策
も
不
十
分
に
な
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。 

市
教
委
は
６
月
15
日
以
降

に
学
校
が
通
常
の
教
育
活
動

再
開
に
伴
い
、「
児
童
生
徒
の

居
場
所
」
の
取
り
組
み
を
終

了
、
留
守
家
庭
児
童
会
も
再

開
す
る
こ
と
を
保
護
者
向
け

に
通
知
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
際
に
、
三
密
を
避
け

る
点
か
ら
、
１
班
20
人
程
度

で
の
編
成
と
、
可
能
な
家
庭

の
利
用
自
粛
を
求
め
て
い
ま

す
。 

 

合
わ
せ
て
、
小
学
校
の
教

室
を
活
用
し
て
対
応
す
る
こ

と
と
、
不
足
す
る
人
員
に
つ

い
て
、
小
学
校
教
員
な
ど
の

協
力
依
頼
を
求
め
る
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

休
み
短
縮
、
土
曜
授
業
、
中
３
の
７
時

間
授
業
を
打
ち
出
し
、
さ
ら
に
不
足
す

る
分
に
つ
い
て
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
授
業
な

ど
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
あ
げ
て
い

ま
す
。 

別
掲
の
よ
う
に
市
教
委
行
事
の
中

止
、
学
校
行
事
の
精
選
等
を
挙
げ
て
い

る
も
の
の
、
中
学
校
のGTEC

に
つ
い
て

は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
家
庭
で
環
境
の
整
わ
な
い
児

童
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
貸
与
や

Google

の
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

て
、
登
校
で
き
な
い
生
徒
へ
の
授
業
配

信
や
課
題
の
や
り
と
り
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
５
月
市
議
会
で
全
教
員
と
中

学
全
学
年
、
小
５
・
６
へ
の
「
１
人
１

台
」
タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
の
補
正
予
算
に

引
き
続
き
、
国
の
補
助
金
を
受
け
て
６

月
議
会
の
補
正
で
は
、
小
１
か
ら
小
４

ま
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
備
も
計
上
さ
れ

る
予
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

感
染
対
策
・
消
毒
作
業
も
、「
詰
め
込

み
授
業
」
の
対
応
も
、
個
別
指
導
の
対
応

も
、
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
対
応
も
、・
・
・

学
校
現
場
に
は
、
限
界
を
は
る
か
に
超

え
る
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

留
守
家
庭
児
童
会
の
業
務

は
「
保
育
」
で
あ
り
、
教
員
の

業
務
で
あ
る
「
教
育
」
と
は
全

く
違
い
ま
す
。 

緊
急
事
態
宣
言
や
休
校
状

態
が
終
了
し
た
現
在
、
留
守
家

庭
児
童
会
の
業
務
に
携
わ
る

必
然
性
も
法
令
上
の
根
拠
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
も
、
緊
急
事
態
宣
言
も

解
除
さ
れ
、
学
校
も
含
め
た
社

会
活
動
が
全
面
解
禁
に
な
る

中
で
、
学
校
現
場
は
、
事
業
時

数
の
確
保
の
取
り
組
み
、
消
毒

な
ど
の
感
染
対
策
な
ど
、
過
重

勤
務
に
現
場
対
応
能
力
の
限

界
を
こ
え
た
毎
日
に
な
り
ま

す
。 

 

組
合
と
し
て
も
、
市
教
委
に

  

行
政
の
役
割
は
現
場
の
業
務
遂

行
の
た
め
の
人
員
予
算
の
確
保
と

そ
の
た
め
の
条
件
整
備
で
あ
る
は

ず
で
す
。 

 

し
か
し
、
今
回
の
方
針
は
、
そ
の

取
り
組
み
が
十
分
で
な
い
中
、
現

場
に
努
力
を
強
い
る
も
の
と
し
か

言
え
ま
せ
ん
。 

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
留
守
家
庭
児

童
会
を
全
面
的
に
民
間
委
託
の
検

討
は
中
止
、
撤
回
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。 

 

長
引
く
休
校
の
中
で
留
守
家
庭

児
童
会
の
、
社
会
機
能
維
持
の
た

め
の
決
定
的
な
重
要
性
が
明
ら
か

に
な
り
、
こ
れ
を
必
死
に
支
え
た

の
は
、
連
日
の
限
界
を
超
え
る
長

時
間
勤
務
で
し
の
い
で
き
た
指
導

員
で
す
。 

 

今
必
要
な
の
は
、
安
全
・
安
心
で

豊
か
な
放
課
後
の
た
め
、
留
守
家

庭
児
童
会
の
人
員
拡
充
と
待
遇
改

善
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。 
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文
科
省
の
今
回
の
通
知
は
、 

①
学
習
内
容
の
削
減
は
せ
ず
に
年

度
内
で
学
習
を
終
え
る
。 

②
授
業
時
間
の
不
足
は
土
曜
授

業
、
夏
休
み
縮
減
、
行
事
の
重
点

化
で
確
保 

 

③
そ
れ
で
も
困
難
な
場
合
は
、
学

習
の
重
点
化
で
２
割
の
学
習
内

容
は
家
庭
学
習
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
実

施
、
学
習
遅
れ
は
個
別
に
指
導 

④
【
②
で
も
困
難
な
困
難
な
場
合

は
中
３
・
小
６
以
外
は
次
年
度

以
降
で
の
学
習
も
可
能(5
/1
5

文
科
省
通
知)

】 

と
し
て
お
り
、
学
習
内
容
の
精
選

を
放
棄
し
た
無
理
を
承
知
の
詰
め

込
み
宣
言
と
い
え
ま
す
。 

夏
休
み
短
縮
や
土
曜
授
業
で
の

子
ど
も
の
限
界
を
超
え
る
学
習
負

担
増
は
明
ら
か
で
す
。
学
校
生
活

の
リ
ズ
ム
や
子
ど
も
同
士
の
関
係

性
を
築
く
活
動
、「
集
団
活
動
に
な

れ
る
た
め
の
余
裕
、
は
奪
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。 

 

無
理
を
承
知
で
「
詰
め
込
み
」
通
知

!? 

 

子
ど
も
も
教
職
員
も
「
苦
痛
の
学
校
」に 

対
市
交
渉 

1

3 

1

7 

「
学
習
内
容
の
精
選
」
「
学
校
の

工
夫
で
柔
軟
な
教
育
課
程
に
」

「
20
人
以
下
な
ど
の
少
人
数
学

級
」
の
実
現
が
ま
す
ま
す
切
実
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
文
科
省
通
知
で
は
、「
学

習
遅
れ
」
に
つ
い
て
の
学
校
で
の

個
別
指
導
も
求
め
て
お
り
、「
落
ち

こ
ぼ
さ
れ
た
」
子
ど
も
に
、
さ
ら

に
「
居
残
り
指
導
」
さ
え
要
求
さ

れ
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

ま
さ
に
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、

教
職
員
に
と
っ
て
も
「
苦
痛
の
学

校
」
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん 

２
割
は
家
庭
学
習
に
!? 

無
理
を
承
知
の
「
詰
め
込
み
」 

文
科
省
の
こ
の
方
針
で
は
基
礎

基
本
の
習
得
や
習
熟
が
家
庭
学

習
、
個
人
任
せ
に
な
り
、
家
庭
状

況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
か
ね
ま
せ

ん
。 文

科
省
の
通
知
で
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
学
校
で
の
学
習
は
対

話
的
な
深
い
学
び
、
プ
レ
ゼ
ン
や

表
現
中
心
に
重
点
化
さ
れ
れ
ば
、

つ
い
て
行
け
な
い
子
ど
も
が
大
量

に
生
み
出
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。 

全
日
本
教
職
員
組
合
の
５
／
２

０
の
提
言
」
で
も
示
さ
れ
て
い
る

個
人
任
せ
で
落
ち
こ
ぼ
し
、

格
差
を
拡
大 

枚
方
も
行
事
精
選
も
、
年
度

内
に
指
導
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

枚
方
市
教
委
も
す
で
に
「
土
曜

授
業
、
夏
休
み
短
縮
、
中
３
で
の

７
時
間
授
業
な
ど
を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
が
、
６
月
４
日
の
校
長
会

で
は
、 

①
「
年
度
内
で
当
初
予
定
の
教
育

課
程
を
終
え
る
こ
と
を
前
提
に

取
り
組
み
を
進
め
る
」 

②
令
和
元
年
度
の
未
指
導
内
容
も

含
め
て
指
導
す
る
こ
と 

③
休
校
、
分
散
登
校
中
の
家
庭
学

習
と
学
校
の
学
習
内
容
の
関
連

を
確
認
す
る
こ
と 

を
基
本
と
し
て
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。 

既
報
の
よ
う
に
、
第
２
波
、
第

３
波
の
感
染
拡
大
に
備
え
て
、
夏

６／４校長会の行事関連の主な内容 
●市教委主催行事 

 小学校陸上大会、駅伝大会、漢字をテーマに思

いを伝える作文コンクールを中止 

●学校行事の縮小・精選 

●小学校運動会 

 ・土・日に実施(可能な限り１０月に) 

 ・種目精選、団体演技中止などで短縮はかる、 

・入場行進、組立体操、親子昼食は中止 

●中学体育祭 

 ・感染対策の条件満たす競技にする 

 ・学年別の日程やスポーツ大会代替も可 

再
開
後
も
留
守
家
庭
児
童
会
に
教
員
の
協
力
？ 

 

必
要
な
人
員
予
算
配
置
・民
間
委
託
の
断
念
こ
そ 

不
明
な
服
務
上
の
根
拠
、

現
場
の
過
重
負
担 

民
間
委
託
の
断
念
、
留
守
家
の

人
員
拡
充
、
待
遇
改
善
こ
そ 


